よろこ 

へさせられた。 捉へ 難いの を捉へ 得た 悦びに も、 ま 

た 手から 逸して しまった 時の 失望に もさう であった と 

云 ふので、 美く しいと 云 はれる 恋の 本体 を 語って 居る 

ので ある。 この 歌な どに 作者の 独特の よさ を 見るべき 

であらう。 

こず ゑ 

人の 身の 寂しき 時 は 空 を 見て 梢 も 物 を 待つ けし 

きかな 

是れは 少し 言葉が 省略され て あるから よく 読まねば 

ならない。 人間の 寂し さ 〔# 「寂し さ」 は 底本で は 「寂 

し 匕 を 深く 覚える 日に は、 目の前の 木立の 梢な ども 自 

分の 如く、 寂し さに 堪へ 切れない、 奇蹟で も 現れて 来 



さじ 

作者 は 銀の 匙の 冷た い 感触が 好きだと 云 つて 居る。 

其れ は 丁度 理智と 云 ふ ものが 自分の 感情の 中で 目 を 上 

げる 時の やうな 気持で 嬉しい ので ある。 併し 知 慧と云 

ふ 物の 本質 は 銀の 冷た さ を 常に 変へ ない ものであるが 

と 作者 は 微笑 を 含んで 云って 居る。 

ものさし 

ためら はず 宇宙 を 測る 尺度に われ 自らの 本能 を 取 

る 

何に 由る こと も 誰れ の 学説に 頼る こ ともなし に 自分 

は 何の 躊躇 もな く 自分の 本能 を 元にして 宇宙 を 測る こ 

と をしょう と自 佳 (して 居る。 

あひる 

ギリシャの 海に 見る ベ き 白鳥が 家鴨 に まじる 鵞鳥 



る 力な 

最後の 破綻と 見なすべき 事が あって、 更らに また 初 

めの 甘い 相思が 帰って来る。 他の 事に は 見 難い この 形 

式 を 人 も 見て 疑 はな いのは 恋愛に のみ 限られた 事で あ 

ると 云 ふ 歌。 

我が 涙 はかなく 土に 消 ゆべき や 否否 人と 云 ふ 海に 

入る 

寂しく 土に 沁み 込んで 行く の を 見る 外 もない 自分の 

涙で あらう か、 さう は 見える であらう が 事実 は 違って 

居る。 この 涙 を 受け て 呉れる の は 海 ほど 広大な 恋人の 

心で あると 云って ある。 此処で 人と K つて ある 言葉 は、 



ならう と 望んで ゐる。 

手のひら を 力士の 如く ひろげた る シャボ テンの 樹 

に 積る しら 雪 

唯 だ 大きい だけでなく、 厚味 も 豊かな 相撲 力士の 拡 

げた 指の やうな 大 葉の シャボ テンの 樹に 雪が 白く 積つ 

て 居る。 私に はこの 大 葉の シャボ テン は 嫌 ひな ものの 

一 つで あるが、 この 歌 を 見る と、 雪の 白く 積った 何処 

かの 朝の 庭で もう 一 度 この 木 を 見直して 見ようかと 云 

、< ；-気 力す る 

上目して 何とな けれど 物 一 つ 破ら まほし きこ こち 

する 力な 



日の ため 

自分 だけが 見る 世界に は 美く しい 太陽が 七つまで 出 

るで あらう と 云 ふやうな 予言 を 聞く 事が 出来な いので 

あらう か。 不運な 自分に せめて 未来 を さう 云って カづ 

ける ものが あれば いいので あるが と 云 ふ 歌で、 作者 は 

空想 をた だ 文字に 並べて 七つの 太陽な ど としたの では 

なく、 望む 所の 美 も 富 も 恋 も 詩 も 輝 やかし く 明らかに 

想像して ゐる。 その 幸福 をもう 一 歩で 手に 取り得る 自 

信 を 十分に 持って 云って ゐる のが 佳い ので ある。 

い しず,^ 

わかく して 思 ひ 合 ひたる 楽しみ を 礎 とする 人間 



一 度 故人と 一 所に 仏蘭西 座で 見物した。 作者 は 其れが 

なほ 

好きで 猶 何度か 見た と 云って ゐた。 私 は 以前に 小山 内 

薫 氏の 訳で 読んで 筋 を 知て 〔# 「知て」 は ママ U ゐ たか 

ら、 この 芝居 は 割合 楽に 見物す る ことが 出来た。 故人 

もさう であった であらう。 エルナ 二 は 恋敵に 或る 不始 

末 を 見られた 贖 ひとして、 何時でも 望みの 時に 命 を 

遣らう と 云 ふ 約束 をして おいた が、 大詰の 城内の 結婚 

式 後の 宴会の 場で、 命 を 望む 時に 吹かれる ことにな つ 

おのの 

てゐる 角笛の 音が して 来る、 相 抱いて 恐怖に 慄く新 

郎 新婦の 前に やがて その 老人が 現れて 来て、 命 を 受取 

ると 云 ひ、 二人 は 苦悶しながら も 毒 を 飲んで 死んで 行 



はんせ つ 

是れは 末女の 藤 子が 或 年の 春の 書初めに、 半切の 白 

紙へ 書いた 字で ある。 第 も 春 も 大人に は 不可能に 思 は 

れる勢 ひで 跳ねが 出来て 居た。 作者 はこの 大胆 さが 嬉 

しかった ので ある。 自分 等の 新しい 春 はこの 子に 由つ 

て 強められた。 整然とした 正月の 朝の 家が 更らに 活気 

づ いたと 喜んで 居る。 此処の 世界 は 家の 中 を 中心とし 

たや や 狭い 意味。 

止まりた る 柱時計 を 巻きながら ふと 思 ふこと 天 を 

蔑みせ り 

a -) 

今まで 止ま つて 居た 柱の 時計の 螺旋 を 巻きながら ふ 

と 自分 は大 それた 事 を 思った。 其れ は 自然の 則 も 無視 



ぎに けん 

西 鶴の 好色 一代 男の 主人公 (ここの 「我が」 は 自分 

が 愛して 居る ので はなく、 作者の 西 鶴が 愛して 居る と 

云 ふ 意) が 相手に した 多くの 女達 は どれ も 空の 流星の 

如く 世の 介の 目に 一 時 的な 光 を 投げ 得た だけの 価値よ 

りない ものであって、 次次ぎ に 消えて 行った と 取り 為 

すべきで あらう。 彼れ をして 終生 変らぬ 執著 を 持た し 

める 女 は 無かった だけで、 必ずしも 世の 介 を 軽薄と 云 

ふべき でない と 云って ある。 作者の 自己弁護が 少し は 

混って ゐる かも 知れない。 

らふげ つ 

自ら を 愛づる こころに 準ら へ て しら 梅 を 嗅ぐ II 月 



しい 無色の 沙へ 永久に 埋 歿された と は 思 はない。 私が 

故人 を 思 ふだけ の 心で さへ 百 彩の 錦 をな して 居る と 信 

じて 居る。 

猶 しばし 昨日の 夢に かか はりぬ 覚めぎ は の 目の 甘 

く おもたく 

忘れ去るべき 人で あると 自分の 理知が 命ずる 儘に 違 

ほ とん 

背しょう と はして 居らぬ が、 自分の 感情の 殆ど 全部 

はま だ その 恋が 占め て 居る。 楽しい 夢 を 見た 良き 朝の 

目の 覚めぎ はの 気 もちと も 云 ふやうな、 半睡 時の 甘美 

さと 重苦し さ を 感じる 者 は 自分で あると 云 ふので ある _ 

約束され た 覚醒が 近づいて 来る の を 恐れて 居る ので も 



降って ゐた 日の ささ 濁りした 流れであった。 

洞門の 出口に われ を 待つ 友が たそがれに 吹く 青き 

鳥 笛 

是れは 同じ 時に 塔の 沢から 湯 本の 玉 簾の 滝 を 見に 出 

かけた 途中で、 洞門の 出口に 友人の 西 村 伊作 氏が 背 を 

寄せて、 土産 物 店で 買って 来た 笛 を 吹いて 居た ので あ 

つた。 黄昏れ て 行く 山の 中の 寂し さがよ く 現れて 居る 

と 思 ふ。 然 かも 秋で も 冬で もない 時の 寂し さが 見える _ 

青い と 音の 感じ を 云った 言葉と、 我れ を 待つ と 云 ふ 友 

情と でしめ やかな 春 を 伝へ てゐ るので ある。 

しろ をと め わ 

桃色の 明りの 中に 白 を 著て 少女の 如く 走し りくる 



ゐ ない 害の ない 悲みを 忘れた やうに 感じない やうに 馬 

上から 薔薇の 花 を 撒いて 居る 曲馬 乗りの 女よ と 云って 

ある。 是れも 作者 は 日本で 見た 曲馬で はなく、 郷愁 を 

抱きながら 巴 里の 旅先で 見た 曲馬ら しい。 

その 中に 白き 孔雀の 誇り もて 長く 引きた る 夕 ごろ も 

ゝ -Ik 

力る 

仏蘭西 座の 廊下 を 往来す る 貴婦人 達の 中の 特に 目立 

つ 一 人 を 作者 は 歌った ので あるが、 そんな 場所で なく、 

或る 大 邸宅の 夜会 場で 思 ふ 人が 誰れ よりも 素ば らしく、 

白い 衣装 を 著け て 現れて 来た やうな 解釈が 出来ない こ 

ともない。 作者が 巴 里に 居た 頃の 女の 夜の 服 は 四 五 尺 
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※底本 は、 以下に 振り仮名 (ルビ) を ふっています。 

ものさし あひる はだか このはな さくや ひめ かんしつ もくて う れぅ をち かた 
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吾子、 穀倉、 種子、 半切、 沈黙、 屋後 切、 金、 額、 書、 

走し りくる、 縁、 拳、 波斯 

加えて この ファイル では、 読みに くい、 もしくは、 読 

み 誤り やすいと 判断した 言葉に、 ルビ を 補いました。 

短歌への ルビ 付けに あたって は、 「與謝 野 寛 短歌 全集」 
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